
科目区分：外国語科目（英語） 
 

 

授業科目名  英語コミュニケーションⅡ 
学期 曜 日 校時 

英  語  名  English Communication Ⅱ 

担 当 
教官名 山崎 有介 単位数 １単位 必修 

選択 必修 後期 火曜日 １校時 

授  業  の  ね  ら  い  ・  内  容  ・  方  法 
  
英語の基礎的な文法・発音・アクセントを確認しながら, メディア英語に触れ、国内情勢,国際関係,国際文化を理解す
る際の用語や表現を学習します。単に時事英語ではなく, 最先端の流行や国際的なトピックに触れることによって異文化
理解に更なる関心を深めてもらいたい。同時に、英文の読解と語彙の強化,リスニングや発音の向上も目指したい。 
 

テ  キ  ス  ト  、  教  材  等 

English in the Media 2004  Takehiko Ohsawa編著, 金星堂 

対  象  学  生 成  績  評  価  の  方  法 教  官  研  究  室 

Ｅｃ 授業参加(発言)状況（20％）, 出席（１０％）, 
小試験（２０％）, 定期試験（５０％）  

授    業    計    画 

 
以下の内容について, 毎回１つの CHAPTERを扱っていきます。 

Warm-up ⇒ Vｏｃａｂｕｌａｒｙ ⇒ Summary Completion ⇒ T/F Questions ⇒ About the Story 
 

1) Coffee or tea? 
2) Beauty maven’s elegance inspires millions 
3) Getting the words RIGHT 
4) Face it, British English is changing 
5) Amazon.com narrows second-quarter loss 
6) The dogs and don’ts of Japanese etiquette 
7) Report on blonds won’t wash 
8) Architect sketches way to success 
9) A tale of two cities－Roppongi faces a towering turning point 
10) Japanese women look to sky for jobs 
11) Where workers are all work, little play 
12) Another curve for Japan baseball 
13) Supermodel steps ahead in high fashion 
14) Democrats should embrace Spanish-language TV 
15) Students get an ‘A’ for piracy 

 
この他、発音矯正やリスニング強化のための教材を随時用意するつもりです。 

  与えられた課題や予習をきちんとできるかどうかが英語力の向上に結びつくのはいうまでもないことですが、敢えて
強調しておきます。 
 
 
 
 
 


